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１ 管 理 部 門 

（１）法人の概要

【事業内容】 
公益財団法人北海道精神保健推進協会は、精神保健思想の啓発普及と精神障碍者等(メンタル

ヘルスケアの諸問題を抱える人を含む。)の社会参加を促進し、精神障碍者等の福祉の向上に寄

与することを目的として運営しており、定款に掲げる事業は、次のとおりである。 

・精神保健思想の啓発普及 

・精神障害者等の社会復帰のための医療施設(デイケア及び診療所)の設置及び運営 

・障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業 

・障害者総合支援法に基づく一般相談支援事業・特定相談支援事業 

・障害者地域生活支援センター等の相談支援事業に対する指導援助 

・精神障害者等の就労・雇用に向けた支援 

・地域精神保健・医療・福祉充実のための支援 

・精神保健医療福祉に関する調査研究 

・その他本会の目的を達成するために必要な事業 

○法人の主な事業 

精神障碍者の社会復帰や社会参加の促進を図ることを目的に、精神科デイケア施設（独

立型）である「こころのリカバリー総合支援センター」を運営するとともに、多機能型事

業所として、就労継続支援Ｂ型事業所「ここリカ・プロダクション」、就労移行支援事業

所「ここスタ」、就労定着支援事業所を運営している。また、相談支援事業所「ココクル」

を設置している。 

「リカバリーセンター」では医学的管理のもとに、通所者への個別的相談や指導、社会

的自立のための基礎的訓練、生活指導、作業訓練、レクリエーション、体力づくりなどを

週間プログラムに沿って実施している。 

また、北海道から委託事業として、高次脳機能障碍者の受け入れ（平成１６年度～）や

精神障碍者の入院から地域生活への移行支援事業の実施（平成１９年度～）、「北海道ひ

きこもり成年相談センター」の運営（平成２１年度～）を行うほか、札幌市からの委託事

業として、「札幌市ひきこもり地域支援センター」（平成２７年度～）の運営を行ってい

る。 

【役員】 理事１０名・監事２名・評議員１１名 

※氏名等資料編（４６Ｐ）に掲載 

【法人職員】（合計２０名：常勤職員 １２名、非常勤職員 ８名）※R4.3.31 現在

○「こころのリカバリー総合支援センター」 

 ・常勤職員  ８名 所長（医師・理事長）、事務職員１名、精神保健福祉士４名、 

作業療法士１名、保健師１名、(精神保健福祉士・兼務 1名) 

   ・非常勤職員 ２名 医師１名、事務職員１名 

○就労継続支援Ｂ型事業所「ここリカ・プロダクション」 
・常勤職員   ２名 管理者（精神保健福祉士）、職業指導員（精神保健福祉士）１名、 

      ・非常勤職員 ６名 生活支援員 １名、 

目標工賃達成指導員 １名、調理員 ４名

○就労移行支援事業所「ここリカ・プロダクション」 
・常勤職員  １名 

 就労支援員（作業療法士）１名 

（管理者（精神保健福祉士・兼務））、 (生活支援員（精神保健福祉士・兼務）) 

  ・非常勤職員 １名 職業指導員１名    

○相談支援事業所「ココクル」 
・常勤職員   １名  管理者（精神保健福祉士）、（相談員（精神保健福祉士・兼務））
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（２）理事会・評議員会等
区     分 年月日、会場等 議事等の内容 

当法人監事による令和 2 年度

決算等監査 

令和 3年 5月 21 日 

於：こころのリカバリー総合 

支援センター 

令和 2 年度 事業の実施状況、

予算執行状況、財産目録等関係

帳票の監査 

（出席） 

監事 2名 

令和 3年度第 1回理事会 令和 3年 5月 31 日 

書面表決 

令和２年度 事業報告、決算報

告及び令和２年度補正予算等 

令和 3年度度第 1回評議員会 令和 3年 6月 16 日 

書面表決 

令和２年度 事業報告、決算報

告及び令和２年度補正予算等 

令和 3年度第 2回理事会 令和 3年 7月 16 日 

書面表決 

令和3年度第2回評議員会の招

集について 

令和 3年度第 2回評議員会 令和 3年 7月 28 日 

書面表決 

理事の選任について 

令和 3年度第 3回理事会 令和 3年 10 月 18 日 

書面表決 

財務規程の一部改正について

等 

令和 3年度第 4回理事会 令和 4年 3月 10 日 

書面表決 

令和 4年度事業計画、収支予算

等 

令和 3年度第 3回評議員会 令和 4年 3月 22 日 

書面表決 

令和 4年度事業計画、収支予算 
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２ 事 業 部 門 

１「精神障碍者等」の社会参加への支援 

 イ 精神科デイケア事業（こころのリカバリー総合支援センター） 

 ① 精神科デイケアの実施 

ａ デイケア事業概況  

R3 R4

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 計

21 -  -  21 22 20 21 21 -  -  -  -  250

137 140 142 144 145 144 145 142 143 144 143 145

9 9 9 9 9 9 9 8 8 8 8 8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7,242

25 15 18 20 15 16 28 31 31 23 11 18 251

1 3 3 3 1 1 1 0 2 1 0 2 18

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 1 1 0 2 0 3 1 0 2 1 1 12

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

29.2 25.3 29.7 33.6 30.4 31.4 31.1 31.9 33.1 24.3 21.3 25.5 29.0

延べ出席者数
（デイケア等）

下段:高次脳再掲

通所開始

下段：高次脳再掲

通所終了

下段：高次脳再掲

一日平均出席数

開設日数

月間在籍者数
 下段：高次脳再掲

ｂ 令和３年度に在籍した通所者の概要 

表.1-1 通所者の件数
男 女 計

前年度から継続 97 39 136
当年度に通所開始 14 4 18

計 111 43 154

表.2-1 通所者の年齢
年齢区分 男 女 計

10～19歳 2 1 3
20～29歳 28 16 44
30～39歳 35 13 48
40～49歳 30 9 39
50歳以上 16 4 20

計 111 43 154
平均年齢 37.4歳 34.4歳 36.6歳
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表.3-1 疾患別状況
人数 構成

F2 統合失調症 42 27.3%
F3 気分（感情）障害 37 24.0%
F4 神経症性障害 20 13.0%
F6 人格障害 0 0.0%
F7 精神遅滞 4 2.6%
F8 発達障害 33 21.4%
F9 行動および情緒の障害 7 4.5%
G4 てんかん性障害 2 1.3%
G9 神経系のその他の障害 0 0.0%
高次脳機能障害（※） 9 5.8%

計 154 100%

表.4-1 通所年数
通所年数区分 通所者 終了者 計

１年未満 16 2 18
１年以上～３年未満 34 8 42
３年以上～５年未満 23 0 23
５年以上～１０年未満 44 2 46
１０年以上 25 0 25

計 142 12 154
平均通所年数 5年11ヶ月 2年8ヶ月 5年8ヶ月
最短通所年数 20日 10ヶ月
最長通所年数 24年3ヶ月 8年11ヶ月

表.5-１ 出席状況
通所日数区分 在籍者 終了者 計

50日以下 96 10 106
51日以上～100日以下 23 2 25
101日以上～150日以下 9 0 9
150日以上～200日以下 13 0 13
201日以上 1 0 1

計 142 12 154
平均通所日数 44.2 9.6 41.5

表.6-1 終了時転帰
転帰区分 男 女 計

就労・就学 1 1
事業所 1 1
在宅 4 1 5
入院 2 2
死亡 1 1 2
その他 1 1

計 8 4 12

ｃ 年度別通所開始者・終了者     

（高次脳機能障害　再掲） (単位:人)
年      度 通所開始者 通所終了者

昭和63年度～令和2年度 925 783
高次脳機能障害 (46) (39)
令和3年度 18 12
高次脳機能障害 (0) (1)

943 795
(46) (40)

計

ｄ 年度別通所終了者の理由 
年　　　度 就労・就学 事業所 在宅 中断 入院 死亡 その他 計

昭和63年度～令和2年度 135 174 159 40 227 9 39 783 

（高次脳機能障害　再掲） (4) (15) (9) (6) (2) (3) (32)

令和3年度 1 1 5 0 2 2 1 12

（高次脳機能障害　再掲） (1) (1)

136 175 164 40 229 11 40 795 

(4) (15) (10) (6) (2) (3) (33)

総数

総計

※疾患別状況（高次脳機能障害内訳）

人数 構成
F04　器質性健忘症候群 7 77.8%

F07　器質性パーソナリティ行動障害 1 11.1%
計 9 100%

F06　脳損傷、脳機能不全および
　　　身体疾患による他の精神障害 1 11.1%
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ｅ 通所希望見学者及び体験者数              
（単位：人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計
精神科デイケア 4 3 7 5 0 0 0 8 6 2 2 4 41
高次脳機能障害 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

見学・体験者数

ｆ デイケア年間行事実施状況 

月 日 行事名 人数（メンバー）
5 1 特別デイケア 11
6 25 イベント行事 44
7 22 特別デイケア 31
8 14 特別デイケア 24
10 1 センター祭 49
11 27 特別デイケア 17
12 24 クリスマスナイトケア 33
12 29 特別デイケア 34
1 15 特別デイケア 13
2 11 特別デイケア 26
3 2 センター内体育大会 21
3 26 特別デイケア 9

ｇ 関係団体の支援及び各種行事への参加状況 

月 日 行事名
なし

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、その他行事は中止となった 

ｈ 地域生活支援事業 

  ・地域生活支援業務 
（単位：回）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計
家族訪問及び同行支援 0 1 3 3 0 3 4 7 4 7 6 4 42
関係機関とのケース会議 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 4
関係機関連携（電話・来所等） 2 2 6 7 6 9 6 2 5 2 1 3 51

・個別相談関連業務件数 
（　）は高次脳再掲 （単位：回）

メンバー 129 (0) 79 (0) 117 (1) 88 (1) 89 (0) 93 (0) 96 (2) 89 (1) 76 (0) 61 (1) 81 (0) 106 (0) 1104 (6)
OB 3 (0) 11 (0) 7 (0) 3 (1) 5 (0) 3 (0) 6 (0) 0 (0) 3 (0) 1 (2) 3 (2) 4 (0) 49 (5)
家族 2 (3) 1 (2) 5 (1) 12 (1) 6 (1) 6 (2) 5 (2) 1 (4) 4 (1) 5 (1) 2 (3) 6 (3) 55 (24)
一般 0 (2) 0 (8) 1 (3) 0 (0) 1 (0) 1 (2) 0 (6) 0 (6) 2 (3) 1 (5) 0 (7) 2 (6) 8 (48)

9月 3月 計10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

② ＯＢ会活動支援 

ａ アフターケア（ＯＢ会）関連業務 

月 日 曜日 内 容 場 所
参加
人数

　元気でやっとる会（交流会）
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

 幹事会
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、全ての活動を自粛した。 
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③ 家族会活動支援 

ａ 家族会関連業務 

(単位:人)

月 日 曜日
出席

人数

4 7 水   発送 3名

4 15 水  休み（リラの会総会中止） -

5 6 木   発送　 3名

5 19 水  休み -

6 2 水   発送 3名

6 16 水  休み -

7 7 水   発送 3名

7 21 水 11名

8 4 水   発送 3名

8 18 水  休み -

9 1 水   発送 3名

9 16 水  休み -

10 6 水   発送 3名

10 20 水  話し合い（日ごろの様子など） 11名

11 4 木   発送 3名

11 17 水  話し合い（当事者の最近の様子など） 11名

12 1 水   発送 3名

12 15 水  話し合い（最近の様子など） 11名

1 5 水   発送 3名

1 19 水 8名

2 2 水   発送 3名

2 16 水  休み -

3 2 水   発送 3名

3 16 水  休み -

内　　容

 話し合い（日ごろの悩みなど）

 話し合い
（新年会は中止にし、自由な話し合いとした）

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、５回の開催となった。 
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ロ 障碍者就労支援事業 

ハ 障害者総合支援法に基づく福祉サービス事業 

（１） 多機能型事業所（就労移行支援事業・就労継続支援Ｂ型事業）の運営 

① 就労継続支援Ｂ型事業所の運営 

令和３年度もコロナに翻弄された一年であった。そのなかでも、慣れてきた側面と相

変わらず予定の変更を余儀なくされるという側面があった。 

慣れてきた面としては、オンラインによる研修や実習、会議などにここプロメンバー

が「難なく」対応できていることである。出来ないことを憂うよりも、出来ることに焦

点を当て、実行するという、日常行っていることが仕事面に発揮されているという実感

があった。予定の変更を余儀なくされるというのは、実習や講義を対面で行う準備を依

頼主である養成校と行っていても、直前になっての中止やオンラインへの変更が相次い

だ。この急な変更にも対応できているここプロのメンバーのプロ意識に触れ、社会の中

で仕事をしているということを実感した。 

依頼される仕事は、増えている。講義講演、撮影等の実績も確実に増えてきており、

自他ともにその質の高さには、誇りを持てている。 

そのなかでも、自主企画の活動も展開できたことが、大きな実績の一つともいえる。

一昨年度から継続しているものとして、実習生と行っている DST（デジタルストーリーテ

リング）が挙げあれる。もう一つは、にんげん図書館（リビングライブラリーの手法を

活用した啓発活動）を砂川市で実施した。これまで重視してきたナラティブの実践であ

り、ナラティブベースのこれらの動きは、事業所活動の中核になりつつある。 

ａメンバー構成 （令和 4年 3月 31 日現在） 

〇登録者： 13 名 (定員 14 名) 

〇性別： 男性 10 名、女性 3名 

〇年齢： 平均年齢 39.7 歳 （最低 22 歳、最高 56 歳） 

〇障碍状況：  

疾患名 人数 

身体障碍 1 

知的障碍 3 

精神障碍 10 

計 14 

※（1名重複） 
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ｂ福祉手帳取得状況 

※（1名重複取得） 

ｃ通所者数 

通所状況 

ｄ工賃 

〇支給額 

工賃支給額 5,982,958 円

平均工賃月額 37,855 円

〇工賃支給実績の推移 

ｅ活動内容 

○行政との協働（委託事業など）の実績 

市町村名 内容 

北海道 心の健康に関する相談窓口開設について CM映像を制作した 

手帳等級 人数 

身体障害者福祉手帳１級  1 

療育手帳Ｂ  1  

療育手帳Ｂ－  2 

精神保健福祉手帳２級  6 

精神保健福祉手帳３級  2 

なし  2 

計 14 

令和 3年度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 平均 

登録人数 14 14 15 15 15 15 15 15 16 14 14 15 14.8 

平均通所者数/日 12.1 12.4 12.7 12.3 12.1 12.5 12.0 11.3 11.2 12.0 10.8 11.0 11.9 
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○他の NPO・市民活動団体との協働の実績 

区分 件数 内容 

活動報告 1 件 
特色ある活動をしている福祉事業所としてシンポジスト参加

した 

防災に関する研修 2 件 
災害時用配慮者避難に関する研修会を企画運営したほか、防

災に関するヒアリング調査を行った 

商品販売 1 件 
当事業所で制作した商品を北広島福祉ショップふゅーるで通

年販売した 

デザイン制作 2 件 
赤い羽根共同募金ピンバッジのデザイン制作やアート展へ作

品を出展した 

ホームページ管理 1 件 
ソーシャルワーク分野におけるリジリエンスに関する研究情

報の WEB ページの管理業務を行った 

○講義実績 

区分 依頼先 

精神保健福祉学科等 4 大学 2専門学校 

作業療法学科 2 大学 2専門学校 

看護学科 5 大学 

その他 3 団体 1中学校 

コロナ禍より対面での精神保健福祉に関する講義が制約されるため、リモートで講

義を行うなど対応しながら実施した。また、援助実習の依頼を希望する養成校には、

学生に講義をする機会を設けてもらい、学生の事業所及び当事者理解が深まるように

している。 

○撮影・映像制作（依頼による） 

区分 件数 内容 

撮影・映像制作 13 件 
水道凍結防止のための水抜き説明映像、学習教材映像、

研修会記録映像などを制作した 

オンライン配信 10 件 オンライン配信にて研修会を実施した 

コロナ対策のために研修教材の制作依頼に加えて、研修会のオンライン配信業務の

依頼を受け、オンライン配信研修会の件数が増えている。また、民間企業からも映像

制作の依頼を受けている。 

○撮影・映像制作（自主企画による） 

作品名 摘要 

当事者がきく 北海道にゆかりのあるパイオニアの声 Vol.7 中村喜人氏 DVD 販売 

ここプロありのままラジオ ～ファンキーで行こう！ ラジオ CM制作 
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○ラジオ放送

○イベント企画 

きらりの集い 2022 in 北海道 ～みんなと一緒、出会いたいっしょ～ 

2022 年 1月 8日・9日（オンライン開催） 

全国の精神障碍を持っている当事者等が交流を深めるイベントであるきらりの集い

北海道大会を企画実施した。 

〇実践報告・調査研究 

第 29回 日本精神障害者リハビリテーション学会にて報告 

「障碍者メディア事業所における大学等での講義を 7年間継続して見えたこと」 

～語りの変化・心境の変化を通じて～ 

〇勉強会の開催 

7回 
内容：SDGs、リビングライブラリー、メディアリテラシー、 

カラーコーディネート、栄養、歯科衛生 等 

外部講師を招いて事業所メンバー・職員向けの勉強会を行った。勉強会での学びは  

事業所の活動に生かされており、リビングライブラリーの勉強会で得た学びはにんげん

図書館（リビングライブラリー）の実施につながっている。 

② 就労移行支援事業所の運営 

  令和３年度については、２名が就職し、その後のフォローを継続している。もう一名

は、２年間の利用期限を昨年度末に終え、就労継続支援Ａ型事業所への就労、今後就職

後６か月を経て「就労定着支援事業所」の対象となる利用者がいるため継続した支援を

行いながら利用等の手続き等行っていく。 

○利用者内訳（定員６名） 

令和３年度利用者実数：３名 

〇終了者の転帰         単位：人

内容 人数 備考 

一般企業への就職 １ 継続就業中 

就労継続等への移行 １ A 型事業所 

中断 １  

放送局／周波数 番組 回数 摘要 

エフエムアップル 

76.5MHz 

「ここプロありのままラジオ 

 ～ファンキーで行こう！」 

毎週火曜日 14:30～15:00 放送 

52 回 R 元年 5月より放送 
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〇就職先種別（開設以降）                                          単位：人

業種 建築業事務 車両販売 調理・給食 行政機関 通信業事務 リサイクル業 他 

 １ １ 2 １ １ １ 1 

③就労定着支援事業の運営 

令和 4年 4月 30 日現在、継続して就労している利用者１名が登録している。利

用対象者となりうる就労者は他にもいるが現状ではメールや電話での支援で対応

している。また、継続していた方も退職することがあり、今後の支援の仕方も検

討の余地が残されている。今後必要に応じて就労定着支援への登録を勧め、継続

して働くことが出来るように支援していく。必要に応じて支援していくことを継

続する。

（２）相談支援事業所の運営 

① ココクルの運営 

当法人では「精神障害者等の社会参加の促進」を目的としており、これまでデ

イケア通所者や家族等からの相談に応じているところである。障害者総合支援法

に基づき、①就労支援事業やグループホーム等の障害福祉サービスの利用促進を

図るため、②ここリカ・プロダクションやその他障害福祉サービスの利用更新（概

ね 1年毎）のため、平成 28 年に相談支援事業所を開設し医療から福祉へ繋がる支

援を行っている。令和 3年度の実績としては下記のとおりとなっている。 

○相談実績（件数） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

新規 0 0 1 1 0 0 1 1 2 0 0 2 8 

電話・メール相談 11 13 15 13 10 12 11 15 18 15 10 18 161 

面接相談 9 11 14 16 12 13 9 12 11 10 8 12 137 

訪問・同行支援 8 10 13 14 11 12 10 14 12 11 7 13 135 

関係機関との連絡 12 14 15 17 11 13 12 13 15 14 11 12 159 

２ 精神障碍者の社会参加を支える体制の整備及び啓発普及 

 イ 精神保健思想の啓発普及と研修事業 

 ① 地域精神保健スタッフ等研修事業 

 ａ デイケア・事業所スタッフのための研修・講座 

コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止した。
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 ② 実習生、見学の受け入れ事業 

 ａ 施設見学等来所者状況 

月 日 曜日 人数

6 8 火 B型事業所職員 2

8 24 火 11

8 27 金 2

10 29 金 北星学園大学ゼミ学生 11

12 5 月 1

12 27 月 福祉系事業所職員 1

28

内　容

家庭生活カウンセリングセンター受講者

B型事業所職員

メディア関係者

　  a 施設見学等来所者状況

 ｂ 実習生受入状況・教員会議及び訪問による打ち合わせ 

人　数

11

2

看護学科（北海道医療大学・札幌医科大学院生） 29

4

46

７回

6回

実習事前訪問対応
実習指導者会議等出席（オンライン会議も含む）

計

福祉系学科（北海道医療大・札幌学院大・星磋道都大・北星学園大・北翔大・心療福祉）

内　容

作業療法学科（札幌医科大学・リハビリテーション大学校）

医学部（北海道大学）

 ③ 各種研修会への講師派遣及び企画運営の支援事業 

社会福祉団体など関係機関の要請に基づき、研修会への講師派遣や企画運営等への協

力・技術支援を行っている。 

 ④ 市民講座の開催 

    コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止した。 

 ⑤ 障碍者のスポーツ振興への協力 

精神障碍者のスポーツ振興の意味も含め、精神障碍者団体への体育館貸出などへの協

力を検討中である。 

⑥精神障がい者地域移行研修事業の実施 

（北海道精神障がい者地域生活支援事業（地域移行研修事業）） 

コロナ禍 2年目の研修準備として、オンラインを軸とした早めの対策をとった。研修企

画についても、いくつかの圏域が協働で実施することも行い、オンデマンドによる研修も

試行した。オンデマンドの利点も多く、各圏域で医療機関からの参加が増加した。ピアサ

ポーター研修についても、多くのピアサポーターが、企画の段階から参加し、道外のピア

サポーターとの交流も実現した。 
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ａ 地域移行研修会打ち合わせ 

オンラインにより第一回センター長会議にて実施。その他、研修の実施時期に合わせて

それぞれ２回から３回オンラインにて実施 

 ｂ センター長会議 

日 時 会 場（圏域） 内  容 

5 月 13 日 

10：00～11：30 

第一回センター長 

（zoom） 

道内各センター長と情報交換、意見交換（今年度研修計

画、各圏域の近況報告など） 

7 月 28 日 

10：00～11：00 

第二回センター長会議

（zoom） 

道内各センター長と情報交換、意見交換（全道ピア研修、

オンデマンド研修のことなど確認）

9月 30 日 

10：00～11：00 

第三回センター長会議

（zoom） 

道内各センター長と情報交換、意見交換（全道ピア研修、

看護職向け研修など） 

12 月 16 日 

10：00～11：00 

第四回センター長会議

（zoom） 

道内各センター長と情報交換、意見交換（各圏域の近況

報告など） 

2 月 9 日 

11：00～12：00 

第五回センター長会議

（zoom） 

道内各センター長と情報交換、意見交換（室蘭のセンタ

ー長から調査の報告など） 

 ｃ ピアサポーター会議（zoom） 

日 時 参加者 内  容 

7 月 30 日 

10：00～ 
46 名 

各センターのピアサポーター自己紹介、情報交換 

8 月 12 日 

10：00～ 38 名 
情報交換と各センターからの近況報告 

9 月 15 日 

10：00～ 42 名 
情報交換と各センターからの近況報告 

12 月 30 日 

10：00～ 14 センター 
情報交換と各センターからの近況報告 

8 月 19 日 

13：30～14：30 41 名 
情報交換と各センターからの近況報告 

9 月 16 日 

13：30～14：30 36 名 
『こころかるた』を使ってグループワーク 

11 月 18 日 

11：00～ 40 名 
気分調べ+全道ピア研修の振り返り 

12 月 16 日 

13：30～14：30 42 名 
今年一年を振り返り、「今年を漢字 1 文字で表すと」

というテーマで 

1 月 20 日 

13：30～14：30 38 名 
「今年挑戦したいこと」「ピア会議でしたいこと」と

いうテーマで、グループワークを行う。 

2 月 24 日 

13：30～14：30 35 名 
「ピアサポーターを辞めたいと思ったことはありま

すか？」というテーマで、グループを実施 

3 月 17 日 

13：30～14：30 34 名 
「次年度ピア研修について」「ピアサポーター辞めた

い時の対処法」など 
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 ｄ ピアカウンセリングセミナー（zoom） 

   11 月 11 日 

  11 月 12 日 

※全課程修了者には参加証を発行。 

 ｅ 全道ピアサポーター研修 

例年の３日間研修を実施。コロナ感染拡大のために、全面オンラインで実施。オンライ

ンの実施にあたっては、全道のピアサポーターから実行委員を募り、３回ほどの打ち合わ

せを行い、内容や進め方の検討を行った。そのことにより、「主体的に」参画・参加する

体制が出来つつある。オンラインによる打ち合わせのために、札幌近辺の限られた地域か

らの実行委員ではなく、遠方の地域からの参加も可能になったことが特徴と言える。 

10：00～11：00 ＜ピアカウンセリングオリエンテーション＞ 

アイスブレイク（気分をほぐすためのウォーミングアップ） 

ご当地自慢を聞かせてください   

ピアカウンセリングとは何でしょう？ 

ピアカウンセリングの基本原則 

ピアカウンセリングのねらい 

ピアカウンセリングの進め方 

気分調べ 

気分調べの説明（目的とルール） 

気分調べでチェックイン 

休憩 

11：00～12：00 
「自己開示について」 

昼休み 

13:00～14:00 気分調べでチェックイン 

  演 習１ 

「エンジン始動のための他己紹介」 

         休憩 

14:00～15:00 演 習２ 

「ストレングス」 

チェックアウトとしての感想 

10:00～11:00 
気分調べでチェックイン 

「リジリエンス（中村先生による講義）」動画視聴 

 質問・感想 

      休憩  

11:00～12:00 
  演習 3 

「人生の曲線」 

 昼休み 

13:00～15:00 
  最後の演習 

「得意の一歩」 

研修の分かち合い 

修 了 式 
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  講師も、北海道内だけではなく、道外から招くことが出来、研修の幅が広がったと考え

られる。 

オンラインでの３日間実施は、ピアサポーターの疲労などを考慮し、オンデマンドも組

み合わせ、一定時期までに動画を視聴し、リアクションペーパーの提出をもって、「参加」

と認定する方式をとった。オンラインでは一方的な講義というよりは、演習やグループに

分けれての意見交換ができるように工夫した。 

 ｆ 地域移行研修（エリアをまたぐ研修としても企画） 

日 時 会 場 参加者 内 容 

7月 20日（火） 

13：30～ 

倶知安町福祉文化ホール 

（倶知安町） 

後志圏域 46 名 

他圏域 後日編集したものを希

望した圏域に視聴してもらった 

Zoom 配信 

3月 3 日（木） 

10：00～16：30 

【旭川会場】旭川市障害者福祉

センターおぴった会議室１ 

zoom によるオンライン参加の

併用 

５０名 

他圏域から視聴したいという希望が

挙がり、当日の様子を次年度編集

し、オンデマンド研修に充てる予定 

 ｇ オンデマンド研修 

 コロナの影響で、一か所に集まることが可能な時と不可能な時があるために、それぞれの

圏域の状況に合わせて活用できるように導入した 

○門屋充郎氏（NPO 法人十勝障がい者総合支援センター理事長）『「地域移行」の今日的

意義』 

○中島裕子氏（札幌鈴木病院看護師長）「長期入院者の退院のための看護」 
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○中村和彦氏（北星学園大学副学長）「リジリエンスについて」 

 ロ 高次脳機能障碍者支援事業等 

 ① 相談窓口及びリハビリ提供・地域生活支援事業【在宅生活支援事業】 

 １．支援プログラムの実施状況及び相談件数 

○リハビリテーションプログラム実施状況（※通所登録者数は各月末時点） 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

通所登録者（人） 9 9 9 9 9 9 8 8 8 8 8 8
実施回数（回） 21 19 22 21 22 20 21 21 21 20 19 23 250
延べ人数（人） 25 15 18 20 15 16 28 31 31 23 11 18 251
1 日平均通所者（人） 1.2 0.8 0.8 1.0 0.7 0.8 1.3 1.5 1.5 1.2 0.6 0.8

・終了者：1名 

① A氏 40 代 男性 くも膜下出血による高次脳機能障害 終了理由：事業所通所安定の

ため 

〈登録者の動向〉 

コロナウイルスの流行により、持病があるため通所を中断する方、高齢のため外出は自

粛するという方がいた。他事業所を併用利用している方も数名いる。 

【プログラムの内容】

ＡＭ：全通所者による話し合いで構成される文化系活動 

（カラオケ、カードゲーム、茶話会等） 

   全通所者による話し合いで構成されるスポーツ活動 

（バドミントン、バレー、卓球等） 

   小グループ（クローズグループ）による話し合いで構成される活動 

（料理、話し合い、外出等） 

   軽スポーツ エクササイズやヨガ等のゆるやかな運動 

   治療系プログラム 

（心理教育、WRAP、自分のトリセツ作り、アンガーマネジメント等） 

ＰＭ：全通所者による話し合いで構成される文化系活動 

（カラオケ、カードゲーム、茶話会等） 

   全通所者による話し合いで構成されるスポーツ活動 

（バドミントン、バレー、卓球等） 

行事の企画運営グループ等    

クラブ活動（陶芸、絵画、英会話、茶道、スポーツ、卓上ゲーム、麻雀等） 

行事への参加：センター祭 等 

※通所日数は、他機関との併用、体力や精神的疲労の度合いなど個々の状況に合わせて

決定している。その中で複数あるプログラムから自分に適したプログラムを選択し参加

する。（必要に応じスタッフがプログラム選択の助言を行う） 
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○相談支援件数と内容 

【相談内容】 

・本人 対人関係や生活上の悩みや不安、就労等への準備、日常

生活における計画や手順の工夫など  

・家族 関わりの苦労、工夫を聴くほか、本人と他の家族との意

思疎通や目標確認 

・医療機関（脳神経外科・リハ科・精神科病院、クリニック） 

退院後の支援、リハビリテーションについて  

・行政機関、就労支援・介護支援・相談支援事業所 受け入れ先

について、対応困難なケースについて 

○同行支援・家庭訪問と内容 

 ・家庭での生活状況の確認や家事等の本人の自立に向けた助言、指導を行った。 

○精神科医による診察

 ・外来診察 【58 件】 

近年はデイケア利用者だけではなく、定期的な診察や生活支援のために利用する方も増

えている。手帳の申請や、裁判に係る意見書を作成。 

２．支援計画の作成と評価 

 ○新規支援計画の作成 

  医師の診断とコメディカルによる認知機能、ADL 評価を行い、今後必要とされる地域資

源やリハビリプログラムの検討を行った。 

○本人・家族の目標設定と振り返り 

 実  施  内  容 

４月 座談会（グループの中でのリハビリの振り返りとフィードバック） 

４月 定期面接（本人・家族同席での振り返りと目標設定） 

１０月 座談会（グループの中でのリハビリの振り返りとフィードバック） 

１０～１１月 定期面接（本人・家族同席での振り返りと目標設定） 

３．支援調整・検討会議の開催 

○施設内支援検討会議 

 回数 実 施 内 容 

4 月 2 支援計画の評価検討、対応の検討 

5 月 1 対応の検討

6月 - 

7 月 1 対応の検討 

8 月 1 対応の検討

9月 2 対応の検討 

10 月 3 対応の検討、支援計画の評価検討 

11 月 2 対応の検討 

 計 

電話（家族・本人） 96 

電話（関係機関） 48 

来所相談 42 

訪問・同行 23 

文書・メール 87 

見学（家族・本人） 1 

見学（関係機関） 0 

計 297 
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回数 実 施 内 容 

12 月 - 

1 月 1 対応の検討

2月 2 対応の検討

3月 1 ケース検討 

○他機関との支援調整会議 

○その他他機関との連携 

実施日 参加機関 内 容 

6 月 1日 本人、市役所職員、当職員 転居にあたっての生活保護の手続き同行 

6 月 30 日 本人、相談室職員、当職員 相談室契約同席 

7 月 27 日 病院ワーカー、GH 管理者、当事

業所管理者・スタッフ、本人、父 

GH利用に向けての見学同行 

8 月 3日 本人、父、病院ワーカー、GH 管

理者、当事業所管理者・スタッフ 

GH利用に向けての見学同行 

8 月 5日 本人、市役所職員、相談室職

員、当職員 

福祉サービス利用に向けた区分認定の聞き取

り調査同席 

9 月 1日 本人、区役所担当職員、当事業

所管理者 

福祉サービス区分認定の面接同席 

1 月 27 日 本人、A型事業所職員、当職員 A型事業所見学同行 

４．関係機関相互の情報交換及び参加研修会等 

実施日 実 施 内 容 主 催 

6月23日 令和3年度 第1回高次脳機能障害支援普及全国連絡協議会 国立障害者リハビリテーションセンター 

6月23日 令和3年度 第1回支援コーディネーター全国会議 国立障害者リハビリテーションセンター 

6月24日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会① 講習会実行委員会 

7月14日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会② 講習会実行委員会 

7月28日 高次脳機能障がい者支援事業委託事業者打ち合わせ会議 北海道保健福祉部福祉局 

障がい者保健福祉課 

8月11日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会③ 講習会実行委員会 

10月6日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会④ 講習会実行委員会 

10月17日 北海道 高次脳機能障害 リハビリテーション講習会 講習会実行委員会 

11月10日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会⑤ 講習会実行委員会 

12月15日 令和3年度高次脳機能障がい者支援連絡会議 北海道保健福祉部福祉局 

障がい者保健福祉課 

2月25日 令和3年度 第2回高次脳機能障害支援普及全国連絡協議会 国立障害者リハビリテーションセンター 

2月25日 令和3年度 第2回支援コーディネーター全国会議 国立障害者リハビリテーションセンター 

 実施日 参加機関 内 容 

5 月 21 日 本人、子、学校職員 3名、当職員 子の転校に際して、本人の障

害について説明 

8 月 25 日 本人、病院心理士、当職員 支援の分担調整、情報共有 

8 月 31 日 GH管理者・世話人、病院ワーカー、当相談

室職員、当事業所管理者、本人、父 

GH入居のための情報共有、説

明など 

3 月 3日 本人、相談室、 ヘルパー事業所、医師 

当職員 2名 

本人の障がい特性の共有確認

及び今後の支援について 
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５．支援ネットワークの構築 

 ホームページやパンフレット、研修会等で当施設を知った関係機関からの支援法や情

報を求める連絡を受け、これまで確立したネットワークをもとに情報の伝達を行った。

また、ケースを通じて就労継続事業所や保健師、介護支援専門員、訪問リハスタッフな

どで支援目標の確認を共同して行うことや研修会の企画を共同して行うことで、お互い

に相談でき対応の調整がしやすくなった。 

６．講演・講師派遣 

〇 高次脳機能障害リハビリテーション講習会について 

北海道高次脳機能障害リハビリテーション講習会の実行委員会事務局として運営。 

日時：10 月 17 日（日） 13:00～15:00（オンライン開催） 

テーマ：〝新解釈″不自由な脳の解き明かし～当事者の視点から伝えたいこと～ 

第 1部 講演「〝新解釈″不自由な脳の解き明かし」 

講師：中央大学・日本高次脳機能障害友の会顧問・公認心理士・臨床心理士 

       山口 加代子 氏 

第 2部 対談 

    講師：山口加代子氏 

       ルポライター 鈴木大介氏  

第 3 部 Q＆A コーナー 

参加者：オンライン申込件数 319 名（当事者、家族、医療・福祉関係者 等） 

〇普及啓発 

・大学への講師派遣 

対象：医療福祉系養成校学生 

講師：当法人 多機能型事業所ここリカ・プロダクション 当事者 2名 

内容：当事者の体験談発表、質疑応答 

実施回数：8回 

・当事業所ラジオ番組出演 

 対象：ラジオ視聴者（一般市民） 

 出演：当事業所管理者、当事者 

内容：当事者の生活のこと、高次脳機能障害のことなどを語る 
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 ハ ひきこもり対策推進事業 

 ① 北海道ひきこもり成年相談センターの運営 

② 札幌市ひきこもり地域支援センターの運営 

ａ 相談支援実施状況 

１．相談支援概要 

 ○相談件数（北海道）   （単位：件）

相談件数計 ５１３
新規相談 ９１ 

継続相談 ４２２ 

○相談件数（札幌市）
相談件数計 ２,８５８

新規相談 ２８０ 

継続相談 ２，５７８ 

○相談件数（合計）
相談件数計 ３,３７１

新規相談 ３７１ 

継続相談 ３，０００ 
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２．相談方法別内訳 

 ○相談方法内訳（北海道） 

 新規 継続 計 構成比 

電話 65 77 142 26.2% 

来所 2 61 63 11.4% 

メール 22 281 303 55.8% 

アウトリーチ 2 3 5 0.9% 

小計 91 422 513 - 

連携 - 30 30 5.5% 

ケア会議 - - - - 

小計 - 30 30 - 

計 91 452 543 100% 

○相談方法内訳（札幌市） 
  新規 継続 計 構成比 

電話 198 284 482 15.5% 
来所 20 1010 1030 33.1% 

メール 47 996 1043 33.5% 

アウトリーチ 4 264 268 8.6% 

出張相談等 11 24 35 1.1% 

小計 280 2,578 2,858 

連携 - 258 258 8.3% 

ケア会議 - - - - 
計 280 2,836 3,116 100% 

 ○相談方法内訳（合計） 
新規 継続 計 構成比 

電話 263 361 624 17.1% 
来所 22 1071 1093 29.9% 
メール 69 1277 1346 36.8% 
アウトリーチ 6 267 273 7.5% 

出張相談等 11 24 35 1.0% 
小計 371 3000 3371 92.1% 

連携 - 288 288 7.9% 
ケア会議 - - - -

計 371 3288 3659 100% 

３．相談時間 

  ○相談時間（北海道）  

０～ 

15 分未満 

15～ 

30 分未満 

30～ 

60 分未満 
60 分以上 合計 

延べ相談 

時間 

（時：分） 

平均 

所要時間 

電話 23 52 56 11 142 67:00 28 分

来所 3 29 31 63 58:10 55 分

メール 204 67 31 1 303 72:30 14 分

アウトリーチ 1 4 5 6:25 1時間17分

連携 15 10 4 1 30 8:45 18 分

ケア会議 - - - - - - -

計 242 132 121 48 543 212:50 24 分
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○相談時間（札幌市） 

0～ 

15 分未満 

15～ 

30 分未満 

30～ 

60 分未満 
60 分以上 合計 

延べ相談 

時間 

（時：分） 

平均 

所要時間 

電話 149 198 117 18 482 176:29 22 分

来所 64 141 379 446 1030 832:30 49 分

メール 797 181 58 7 1043 223:25 13 分

アウトリーチ 5 41 222 268 355:55 1時間20分
出張相談等 1 1 33 35 38:50 1 時間 7分

連携 155 58 18 27 258 79:10 18 分

計 1,165 584 614 753 3,116 1706:19 33 分

 ○相談時間（合計） 

0～ 

15 分未満 

15～ 

30 分未満 

30～ 

60 分未満 
60 分以上 合計 

延べ相談 

時間 

（時：分） 

平均 

所要時間 

電話 172 250 173 29 624 243:29 25 分

来所 64 144 408 477 1093 890:40 52 分

メール 1001 248 89 8 1346 295:55 14 分

アウトリーチ 0 5 42 226 273 362:20 1時間19分
出張相談等 0 1 1 33 35 38:50 1 時間 7分

連携 170 68 22 28 288 87:55 18 分

計 1,407 716 735 801 3659 1919:09 29 分

４．相談者内訳 

 ○相談者内訳（北海道） 
 件数 構成比 

本人 27 29.7%
父 10 11.0%
母 19 20.9%
両親  4 4.4%
兄弟姉妹等 18 19.8%
その他 13 14.3%

計 91 100%

○相談者内訳（札幌市） 
 件数 構成比 

本人 63 22.5%
父 20 7.1%
母 111 39.6%
両親  4 1.4%
兄弟姉妹等  58 20.7%
その他   24 8.6%

計 280 100.0%
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 ○相談者内訳（合計） 
 件数 構成比 

本人 90 24.3%
父 30 8.1%
母 130 35.0%
両親  8 2.2%
兄弟姉妹等  76 20.5%
その他   37 10.0%

計 371 100%

５．当事者の年齢 

 ○当事者の年齢（北海道） 
男 女 不明 計 構成比

10 歳未満 0 0.0%
10 歳以上～15 歳未満 2 2 2.2%
15 歳以上～20 歳未満 5 2 1 8 8.8%
20 歳以上～30 歳未満 12 7 19 20.9%
30 歳以上～40 歳未満 15 6 21 23.1%
40 歳以上～50 歳未満 12 7 19 20.9%
50 歳以上～60 歳未満 8 4 12 13.2%
60 歳以上 1 1 1.1%
不明 5 1 3 9 9.9%

計 58 29 4 91 100%

 ○当事者の年齢（札幌市） 
男 女 不明 計 構成比

10 歳未満 0.0%
10 歳以上～15 歳未満 5 8 1 14 5.0%
15 歳以上～20 歳未満 26 19 45 16.1%
20 歳以上～30 歳未満 54 21 75 26.8%
30 歳以上～40 歳未満 35 11 1 47 16.8%
40 歳以上～50 歳未満 40 6 46 16.4%
50 歳以上～60 歳未満 14 11 25 8.9%
60 歳以上 3 3 6 2.1%
不明 13 7 2 22 7.9%

計 190 86 4 280 100.0%

 ○当事者の年齢（合計） 
男 女 不明 計 構成比

10 歳未満 0 0 0 0 0.0%
10 歳以上～15 歳未満 5 10 1 16 4.3%
15 歳以上～20 歳未満 31 21 1 53 14.3%
20 歳以上～30 歳未満 66 28 0 94 25.3%
30 歳以上～40 歳未満 50 17 1 68 18.3%
40 歳以上～50 歳未満 52 13 0 65 17.5%
50 歳以上～60 歳未満 22 15 0 37 10.0%
60 歳以上 4 3 0 7 1.9%
不明 18 8 5 31 8.4%

計 248 115 8 371 100%
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６．当事者の居住地 

（北海道）             （札幌市） 

 ７．連携状況 
 北海道 札幌市 

他機関への繋ぎ ２３ １５９ 
他機関からの繋ぎ ９ ９９ 

小計 ３２ ２５８ 

主な機関 

保健所 
市町村 
若者サポートステーション 
医療機関（精神科） 等 

各区福祉課・保護課 
医療機関（精神科） 
不動産会社 
民間企業 
医療機関（他科） 
若者サポートステーション 等 

８．ひきこもり相談から当法人の精神科デイケアを活用したケース 

 ○精神科デイケアへの通所（北海道） 
 人数 

令和 3年度 ０名 

平成 21～令和 2年度 ３８名 

計 ３８名 

○精神科デイケアへの通所（札幌市） 
 人数 

令和 3年度 ８名 

平成 27 年度～令和 2年度 ２４名 

計 ３２名 

○精神科デイケアへの通所（合計） 
 人数 

令和 3年度 ８名 

平成 27 年度～令和 2年度 ６２名 

計 ７０名 

本人居住地 件数 構成比 

札幌市内 47 16.8%

白石区 26 9.3%

豊平区 34 12.1%

厚別区 24 8.6%

手稲区 21 7.5%

清田区 10 3.6%

中央区 21 7.5%

東区 34 12.1%

西区 18 6.4%

南区 15 5.4%

北区 30 10.7%

計 280 100%
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○ひきこもり外来状況（北海道） 

年 度 平成２１年-令和２年度 令和３年度 計 

延べ回数 ３６２回 ３３回 ３９５回 

新規ケース ６５名 ２名 ６７名 

○ひきこもり外来状況（札幌市） 

年 度 平成２７-令和２年度 令和３年度 計 

延べ回数 １，１２９回 ６２１回 １，７５０回 

新規ケース ８８名 ２８名 １１６名 

○ひきこもり外来状況（合計） 

年 度 平成２７-令和２年度 令和３年度 計 

延べ回数 １，４９１回 ４７６回 ２，１４５回 

新規ケース １５３名 ３０名 １８３名 

ｂ 支援ネットワークの構築等 

１．ひきこもり支援者連絡会議実施状況（北海道） 

当年度も、「ひきこもり相談会・研修会」として、各保健所および市町村に希望確認をし、

希望のあった地域と連絡調整をし、相談会等を実施した。新型コロナウイルス感染拡大防止

をふまえオンライン研修を多く実施した。希望確認の項目と実施状況は以下のとおり。 

希望確認項目、①関わっている機関の職員が集まってのケース検討会 

②個別相談（当事者、家族） ③ひきこもりに関する研修会  ④その他 

月 日 実  施  内  容 備 考 

１０ ７ 壮瞥町（室蘭保健所） ひきこもり個別相談 オンライン 

１０ １４ ひだか町（静内保健所） ケース検討 電話 

１０ １８ 幕別町 ひきこもり個別相談 オンライン 

１０ ２２ 北見市（北見保健所） ひきこもり研修会 研修会講師※オンライン 

１１ １６ 妹背牛町（深川保健所） ケース検討 オンライン 

１１ １０ 壮瞥町（室蘭保健所） 個別相談 オンライン 

１１ １１ 南幌町（岩見沢保健所）ケース検討・個別相談 アウトリーチ 

１２ ２ 北広島市（千歳保健所） ケース検討 オンライン 

１２ １５ 和寒町（名寄保健所） ひきこもり研修会 研修会講師※オンライン 

１２ ２０
石狩市 ひきこもり研修会 
（石狩市子ども・若者支援協議会） 

研修会講師 

１ １３ 帯広市（帯広保健所）ひきこもり研修会 研修会講師 

１ １８ 名寄市（名寄保健所）ひきこもり研修会 研修会講師※オンライン 

１ １９ 赤井川村（倶知安保健所）ひきこもり研修会 研修会講師 

１ ２１ 壮瞥町（室蘭保健所） 個別相談 オンライン 

３ 士幌町（帯広保健所）ひきこもり研修会 
研修会講師 

※中止→研修会動画を配布
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２ ひきこもり出張無料相談会・よりどころ実施状況（札幌市） 

 〇ひきこもり出張無料相談会実施状況 

当センターの通常相談の開設日は平日の日中である。相談者によっては、平日の日中は

「仕事があり相談ができない」等、多様なニーズが考えられる。そのため、「ひきこもり

出張無料相談会」は各月 4 回程度（平日水曜日 2 回、土曜日・日曜日 1 回ずつ）13：30～

16：00 に実施した(1 回あたり最大 4件まで予約可）。 

「ひきこもり出張無料相談会」の実施にあたっては、当センターのホームページ、新聞

掲載、広報さっぽろ（誌面、地デジ、アプリ）、10 区役所・10 区民センターおよび他関係

機関へのチラシ配布等で周知を行った。特に、広報誌(配布)への掲載は市民からの反響が

大きかった。各回、申込状況に合わせて、相談員を調整した。開催日、件数は以下の通り

である。 

※新型コロナウイルスの影響により会場が借りらず9月まで中止し、10月から再開している。 

○北海道新聞「さっぽろ 10 区」に掲載し周知宣伝した。2021 年 6 月～2022 年 2 月 



２９

〇居場所「よりどころ」（親の会・当事者会）への専門職の派遣 

NPO 法人レター・ポスト・フレンド相談ネットワークが実施している居場所「よりどころ」

に「親の会」へ 18 回、「当事者の会」へ 19 回、相談員を派遣した。また、「親の会」では

月 1 回、「学習会」として、「親の接し方や声掛け、病気や障害について等」、当センター

から参加者に向けて伝えた。よりどころから新規相談に繋がったケースや、以前相談歴があ

り、よりどころがきっかけで再相談に至ったケース、当センターの相談者が「親の会・当事

者会」に繋がるケースもあり、社会資源の１つになっている。 

３ ネットワーク構築状況 

〇ひきこもり関連会議参加状況 

月 日 実  施  内  容 備 考 

７ １６ 札幌子ども・若者支援地域協議会 第 1回実務者会議 オンライン 

１１ １９ 札幌子ども・若者支援地域協議会 第 2回実務者会議 オンライン 

１２ ８ 北海道地域若者サポートステーション連絡会議 書面開催 

１２ １０
令和 3年度ひきこもり地域支援センター全国連絡協議会 
総会および研修会 

１名参加 
※オンライン 

２ ３ 札幌子ども・若者支援地域協議会 第 3回実務者会議 オンライン 

３ - 札幌子ども・若者支援地域協議会 代表者会議 第 4回実務者会議 書面開催 

〇講師派遣状況等 

月 日 実  施  内  容 備 考 

６ ５
ひきこもりの暮らしを支えるライフライン 

主催：NPO 法人レター・ポスト・フレンド相談ネットワーク
１名派遣 

７ １０ 令和 3年度釧路保健所精神保健講演会（北海道釧路総合振興局） １名派遣 

１２ ２０
令和 3年度精神保健医療業務に係る市町村説明・研修会 

主催：北海道保健福祉部福祉局障がい者保健福祉課

１名派遣
（オンライン開催）

１２ ２０ 石狩市子ども・若者支援地域協議会代表者会議 １名派遣 

 〇外部研修参加状況等 

月 日 実  施  内  容 備 考 

７
３
４

第 57 回社会福祉セミナー「ひきこもり」と社会福祉 
※オンライン研修

２名参加 

８ ２１
ひきこもり親子公開対論 

主催：NPO 法人レター・ポスト・フレンド相談ネットワーク

１名参加 
※当センター後援

１１
２５
２６

ひきこもり対策研修（厚生労働省こころの健康づくり対策事業）

※オンライン研修
２名参加 

１１
２７
２８

第 15 回 KHJ 全国大会             ※オンライン研修
主催：KHJ 全国ひきこもり家族会連合会

１名参加 

１
２

３１
１

ひきこもり対策研修（厚生労働省こころの健康づくり対策事業）

※オンライン研修
２名参加 

２ ２４
令和 3年度北海道困難を有する子ども・若者の支援連携研修会 

※オンライン研修
１名参加 



３０

ｃ 普及啓発、事業概要説明 

問い合わせ、相談先の掲載、インタビュー（報道機関や大学の研究等）やアンケート協力、

リーフレット送付インターネットによる発信等により、ひきこもりに関する正しい知識の普

及に努めた。 

就労困難者支援を行う団体のネットワーク等、各種関係機関との協力に努めた。 

 ③研修会 

〇ひきこもり支援機関関係職員等研修会 

月 日 実  施  内  容 備 考 

２
２１

～
２８

令和 3年度 ひきこもり支援機関関係職員等研修会 
「それぞれの個性で続けていくひきこもり相談」 

インターネット配信期間：2/21(月)～2/28(月)
参加者居住地内訳：北海道(札幌市以外)106 名、札幌市 46 名

※講師：コーディ

ネーター4名

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から座学研修ではなく、録画配信による「インタ

ーネット配信」研修会とした。申込者にはパスワードを通知し限定公開とし、1 週間（24

時間いつでも）閲覧できるよう工夫を凝らした。 

〇ひきこもりサポーター養成研修事業 

月 日 実  施  内  容 備 考 

３ ２６
ひきこもりサポーター養成研修 
「当事者の体験から学ぶ」     オンライン開催 3/26(土) 

参加者居住地内訳：北海道(札幌市以外)1 名、札幌市 5名

※講師：当事者 1名 

（当センター元相談者）

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から座学研修ではなく、ZOOM によるオンライン研

修会とした。 

※新型コロナウイルスの影響から、協議会は中止とした。 
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資 料 編

１ 理事・監事・顧問・参与・評議員名簿        (令和４年３月３１日現在) 

役  職   氏      名        所                        属 

理 事 長  阿 部 幸 弘  こころのリカバリー総合支援センター所長 

副理事長  池 田 輝 明  北海道精神病院協会会長 桑園病院院長 

常務理事  蓑 島 信 彦  北海道精神保健推進協会事務局長 

理 事  生 駒 一 憲  北海道大学病院リハビリテーション科教授 

理 事  石 川 博 基 北海道精神神経科診療所協会会長 いしかわ心療・神経クリニック院長 

理 事  小 出 英 子  ＮＰＯ法人オーク会副理事長 

理 事  廣 島   孝  北海道保健福祉部技監 

理 事  大 谷 聡 美 札幌市保健福祉局 障がい保健福祉部長 

理 事  中 村 末太郎  北海道精神障害者家族連合会会長 

理 事  松 原 良 次  札幌精神科医会会長 札幌花園病院院長 

監 事  松 下 克 則  北洋銀行常勤監査役 

監 事  日 浅 尚 子  北海道新聞社常勤監査役 

評 議 員  石 山 貴 博  ＮＰＯ法人精神障害者回復者クラブすみれ会副理事長 

評 議 員  大 澤 恵留美 北海道大学病院リハビリテーション部技師長 

評 議 員  岡 崎 大 介  北海道精神保健福祉センター所長 

評 議 員 鎌 田 隼 輔 札幌市保健福祉局精神保健福祉センター所長 

評 議 員  菅  原 悦  子  NPO法人札幌市精神障害者家族連合会会長 

評 議 員  善養寺 圭 子 北海道家庭生活総合カウセリングセンター相談役

評 議 員  池 田 桂 子 こころのリカバリー総合支援センター「リラの会」会長

評 議 員  矢 部 滋 也  一般社団法人北海道ピアサポート協会代表理事 

評 議 員  田 中 美奈子 こころのリカバリー総合支援センター医療参事

評 議 員  土 肥 一 一  こころのリカバリー総合支援センターＯＢ会会長 

評 議 員 西 村 正 樹 認定ＮＰＯ法人ＤＰＩ（障害者インターナショナル）日本会議 副議長

２ 財団法人設立から、今日までの経過等 

昭和６２年 ７月 ７日 財団法人設立準備委員会発足（第１回会議）

      〃   ８月１０日 財団法人北海道精神保健推進協会（仮称）設立準備委員会 

（第２回会議） 

      〃   ８月１１日 財団法人北海道精神保健推進協会（仮称）設立発起人会 

（設立総会） 

   昭和６２年 ８月２０日 民法第３４条の規定に基づく財団法人北海道精神保健推進 

協会設立許可申請 

     〃   ９月 １日 同上許可（北海道知事） 

     〃   ９月 １日 財団法人北海道精神保健推進協会事務局設置 



４７

     〃   ９月１０日 法人登記 

  平成 元年 ２月１６日 「札幌デイ・ケアセンター」開設 

   〃 ２１年 ４月 １日 「こころのリカバリー総合支援センター」に改称 

   〃 ２４年 ４月 １日 財団法人から公益財団法人へ移行 

   〃 ２６年 ６月１６日 就労継続支援Ｂ型事業所「ここリカ・プロダクション」開設 

   〃 ２８年 ６月１６日 就労移行支援事業所「ここスタ」開設             

〃 ２８年 ６月１６日 相談支援事業所「ココクル」開設

〃 ３０年 ４月 １日 就労定着支援事業所開設（ここリカ・プロダクション内） 

令和 ２年 ４月 １日 就労移行支援事業所「ここスタ」の名称を多機能型事業所 

「ここリカ・プロダクション」に統一

３ 施設の概要 

（１）「こころのリカバリー総合支援センター」 

所在地  札幌市白石区平和通１７丁目北１番１３号  

建物構造 鉄筋コンクリート１部２階建  

面積   敷地面積           4,819.66 ㎡ 

建築延面積           1,793.7 ㎡ 

・管理訓練棟        1,315.5 ㎡ 

 （うち 90.7 ㎡を「ここスタ」「ココクル」で使用） 

・体育館             463.20 ㎡ 

・附属建物         15.00 ㎡ 

付属設備    テニスコート         １面 

  （２）「ここリカ・プロダクション」 

所在地  札幌市白石区平和通１５丁目北１３番１８号 

建物   民間住宅借上 木造３ＬＤＫ   90.26 ㎡ 

４ 基本財産 

基本財産の総額は５，０００万円で、すべて関係団体の寄附金及び北海道、札幌市か

らの出捐金であり、その内訳は次表のとおりである。 
（単位：円）    

機 関、団 体 名  金 額 

北海道精神病院協会 10,000,000 

北海道精神障害者家族連合会 10,000,000 

札幌市婦人福祉推進協会 10,000,000 

北海道  10,000,000 

札幌市 10,000,000 

計 50,000,000 


